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1月末にFacebookアカウントからログアウトしてしまうという不具合が

発生しました。復旧には大きな時間はかからなかったものの、パスワード

の失念や二段階認証の設定ミスで再ログインに時間のかかったユーザーも

少なくなかったとのこと。

いま一度、Facebookのログイン設定を確認しましょう！

トピックス

Facebookアカウントからログアウトしてしまう不具合

Facebook

【Facebook】アカウントから一時的にログアウトされる不具合が発生？

Facebookページの運用に、Facebookの個人アカウントは必須ですね。また、Facebookページの

運用担当者は二段階認証の設定がマストとなっております。そのため、Facebookページの管理だけで

なくご自身のFacebookアカウントの管理も担当者にとって欠かせないものです。

Facebookアカウントのパスワードが間違っていないか、適切な場所で管理されているかを、いま一度

確かめておきましょう。また、二段階認証に設定している電話番号に間違いがないかも要チェックで

す。万が一電話番号がまちがっていたら、再ログインの際にSMSが届かずログインできなくなってし

まう可能性がございます。

また、二段階認証に必要なコードはSMSだけでなく、サードパーティのパスワード生成ツール

（「Authernticator」など）を使用することも可能です。ただし、SMSとサードパーティツールを

同時に使用することはできないため、特に問題がなければSMSが扱いやすいかと思われます。

Facebook運用に欠かせないご自身のアカウント、いま一度見直してみませんか？

（SNSコンサルタント：佐沼）

出典：Facebook
https://www.facebook.com/facebookapp/posts/10160411980086729
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認証リクエストの延期と同時期に認証マークの削除も発生

Twitter

【Twitter】認証プログラムの再開が延期へ…

現段階（2021/2/9）では、年内の認証プログラムの再開が告知されているため、今後認証リクエスト

を送るために事前の準備を進めておくことがオススメです。

認証プログラムの申請に必要な基準はTwitterの認証ポリシーからご確認ください。

（https://help.twitter.com/ja/managing-your-account/about-twitter-verified-accounts）

今回認証バッジが削除されたアカウントは、アカウントの完全性（「メールアドレスまたは電話番号

（確認済み）の入力」「プロフィール画像の設定」「プロフィール名の設定」）がなかったケースが

考えられます。プロフィール画像やプロフィール名についてはほとんどのアカウントで設定されてい

ると思われるため、「メールアドレスまたは電話番号（確認済み）」による削除が多かったのではと

予想されます。

認証リクエストの再開に向けて、アカウントの完全性をいま一度確かめておきましょう。

（SNSコンサルタント：佐沼）

2021年1月20日に再開が予定されていたTwitterの認証済みアカウントプ

ログラムが、再開が延期となることになりました。

ただ、現段階では2021年のうちに申請ができるようになると発表されて

いるため、事前に申請に必要な情報を集めて認証済みバッジの取得の

準備を進めておきましょう！

トピックス

出典：Twitter
https://help.twitter.com/ja/managing-your-account/about-twitter-verified-accounts
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Instagramで削除された投稿を復旧させることが可能になる新機能を

発表しました。削除したコンテンツは30日間保存され、保存期間内で

あれば自由に復元することが可能になるとのこと。

現段階では実装されているアカウントは少ないものの、誤削除や乗っ取り

による削除への対策になると思われます。

トピックス

削除したストーリーズの保存期間は24時間

Instagram

【Instagram】削除した投稿が30日間アーカイブに！

今回発表された新機能では、「写真」「動画」といった通常のフィード投稿だけでなく、「ストーリ

ーズ」「リール」「IGTV」といった投稿も復元可能になるとのことです。基本的には30日間保存さ

れ他後に自動削除されるのですが、削除したストーリーズのみ保存期間が24時間となっています。

Instagramではタグやキャプションの編集などの操作をスマートフォンアプリで行う必要があるため、

誤タップによる投稿の削除が起きてしまう可能性も否めません。また、アカウントが乗っ取りの被害

に遭って投稿を削除されるという被害もあります。そうしたトラブル等のリカバリーを行うことがで

きる機能が新たに追加されることが発表されました。

削除した投稿は「設定」の「アカウント」から「Recently Deleted」を選択することで復活させるこ

とができるようになるとのこと。一部のアカウントでは既に実装されているため、みなさんの運用さ

れているアカウントで「Recently Deleted」があるかどうかぜひチェックしてみてください！

（SNSコンサルタント：佐沼）

出典：Instagram
https://about.instagram.com/blog/announcements/launch-of-ig-recently-deleted-media-folder
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LINE

昨年から飲食店や小売店などの実店舗との相性が良い機能を多くリリースしており、LINEコールもそ

の中の一つで昨年リリースされた機能です。LINEの通話機能によってお客様の電話問い合わせの導線

を増やすことができる画期的な機能です。

近年では通話機能のないSIMが登場するなど、電話番号による通話ではなくLINEを使った通話が主流に

なりつつあるという背景もあり、LINEコールがあればより多くのユーザーの電話対応が可能になるの

ではないでしょうか。

URLはリッチメニューやLINE以外のSNS公式アカウントに、QRコードはチラシや各種バナーに配置す

ることでLINEコールへの導線を作ることができるようになりますね。

昨年からリリースされた様々な機能も加味し、飲食店や小売店など実店舗においてはLINE公式アカウ

ントを活用する重要性が高まっていること間違いなしです。ぜひLINE公式アカウントを活用して、

昨今の情勢を乗り越えていきましょう。

（SNSコンサルタント：佐沼）

6

トピックス

LINEでのユーザーコミュニケーションがより広がる「LINEコール」

【LINE】「LINEコール」でQRコードとURLの発行が可能に

LINE公式アカウントで使用できる無料通話サービス「LINEコール」に

通話をかけるためのQRコードとURLが発行可能になりました。

LINE経由でのお客様とのやり取りをより円滑にするLINEコールの

活用の幅がさらに広がる機能です。実店舗アカウントを運用されている

方はぜひご活用ください。

出典：LINE for Business
https://www.linebiz.com/jp/news/line-call/
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